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1 短期診療技術研修 
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1 短期診療技術・技能研修 

1.1 高血圧研修（新疆ウイグル自治区） 

期 間 ２０２２年７月２５日㈪～２０２２年７月２９日㈮ 

会 場 新疆ウイグル自治区人民医院高血圧センター 

実施責任者 
李南方 新疆ウイグル自治区人民医院副院長・高血圧センター長 

（第７期、第４０期生） 

受 講 者 内科医師２５１名（新疆ウイグル自治区） 

研 修 内 容 
新疆ウイグル自治区人民医院高血圧センターの講師陣によるハイブリッド形

式講義 

 

授業様子 

 

集合写真 

報告：5 日間 15 回の高質な専門講義と現場でのデモンストレーションについて、受講生の好

評を獲得し、オンラインとオフラインの参加者は合計 251 人、新疆ウイグル自治区内の医療ス

タッフの二次的な高血圧、特に睡眠時無呼吸症候群に対する知識と重視度をアップした。 

今回の一連の睡眠時無呼吸症候群の研修を通じて、医療スタッフの睡眠時無呼吸症候群に

対する理解を向上させ、診断と治療を標準化することが期待される。 
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1 短期診療技術・技能研修 

1.2 腹腔鏡研修（湖南省） 

期 間 ２０２３年２月２５日㈯～２６日㈰ 

会 場 郴州奥米茄大酒店 

実施責任者 李永国 湖南旺旺医院院長（第 1 期生） 

受 講 者 内科医師１５０名（湖南省） 

研 修 内 容 湘雅二医院の講師陣による講義と現地指導 

 

 

講義と集合写真 

報告：郴州市外科年会と共同開催し、参加者が以前より多く、湘雅二医院胆膵外科の先生よ

り講義と現地病院の回診を行い、現地医療スタッフの好評を受けた。 
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1 短期診療技術・技能研修 

1.3 呼吸器疾患研修（北京市） 

期 間 ２０２３年３月１６日㈭～１８日㈯ 

会 場 中日友好医院 

実施責任者 
孟華川 中日友好医院院弁国際交流合作弁公室 

（第 42 期生＜学位取得コース＞） 

受 講 者 外科医師４０名（他オンライン２，０００名） 

研 修 内 容 中日友好医院の講師陣によるハイブリッド形式講義、ビデオ演示  

 

 

講義と集合写真 

報告：今回は初めて中国国家遠隔医療与互聯網医学センター（インタネット）の協力を得て、

LIVE 配信した。２，０００人余りの医師がオンラインにて研修に参加した。 
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1 短期診療技術・技能研修 

1.4 腹腔鏡研修（吉林省） 

期 間 ２０２３年３月２１日㈫～２２日㈬ 

会 場 吉林大学中日聯誼医院 

実施責任者 孫立波 吉林大学中日聯誼医院胃腸外科主任医師・教授（第 19 期生） 

受 講 者 外科医師４０名 

研 修 内 容 吉林大学中日聯誼医院の講師陣による講義と術式演示 

 

会場内 

 

集合写真 

報告：研修生たちは、研修を通して、腹腔鏡手術の価値に対する理解を深め、基本的な手術

のポイントを習得し、腹腔鏡手術を実施する自信を深めた。吉林省の一級病院における腹腔

鏡手術のレベルアップを促進する重要な役割を果たした。吉林省の外科医の日中友好交流へ

の影響力を強化し、将来の中日友好交流と協力のための人材基盤を築いた。研修期間中に、

李忠金秘書長は同病院の若手・中堅医師に笹川医学奨学金制度を紹介し、日本への留学希

望を与えた。 
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1 短期診療技術・技能研修 

1.5 腹腔鏡研修（遼寧省） 

期 間 ２０２３年３月２３日㈭～２５㈯ 

会 場 中国医科大学研修センター 

実施責任者 趙 群 中国医科大学附属盛京医院教授 （第 10 期生） 

受 講 者 外科医師３０名 

研 修 内 容 中国医科大学附属盛京医院の講師陣による講義 

  

豚の胃を使用し、ハンズオン講習 

 

集合写真  

報告：初日に講義を中心にし、二日目は盛京病院から 4 名の先生が指導し、豚を使用したハ

ンズオンを行われた。主に超音波内視鏡下穿刺吸引法（EUS-FNA）と内視鏡的粘膜下層剥離

術（ESD）を行われた。今回の研修を通して、手術の熟練度をさらに向上させた。 
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2 中長期診療技術・技能研修 
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2 中長期診療技術・技能研修 

2.1 高血圧研修（新疆ウイグル自治区） 

期 間 ２０２２年８月～２０２３年１月 

場 所 新疆ウイグル自治区人民医院 

実施責任者 
李南方 新疆ウイグル自治区人民医院高血圧センター長、 

新疆高血圧研究所所長（第 7 期生・第 40 期生＜共同研究コース＞） 

受 講 者 

努爾比亜・依明（新疆ウイグル自治区喀什地区第一人民医院住院医師） 

程嬌（新疆ウイグル自治区阿勒泰地区人民医院住院医師） 

約麦爾・麦麦提（新疆ウイグル自治区輪台県人民医院住院医師） 

杜佳莉（新疆ウイグル自治区奇台県人民医院住院医師） 

研 修 内 容 二次性高血圧症の臨床研修 

  

  
 直接指導 
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2 中長期診療技術・技能研修 

2.2 胃腸外科研修（吉林省） 

期 間 ２０２２年８月～２０２３年１月 

場 所 吉林大学中日聯誼医院 

実施責任者 孫立波 吉林大学中日聯誼医院胃腸外科教授（第 19 期生） 

受 講 者 
李海東（吉林省長春市長春建工医院普通外科主治医師） 

曹語桐（吉林省長春市長春通源医院普通外科住院医師） 

研 修 内 容 腹腔鏡研修 

  

 

直接指導 
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2 中長期診療技術・技能研修 

2.3 肝胆膵外科研修（四川省） 

期 間 ２０２２年８月～２０２３年１月 

場 所 四川大学華西医院 

実施責任者 李可洲 四川大学華西医院膵臓外科教授（第 27 期生） 

受 講 者 
廖凱（四川省成都市金堂県人民医院普通外科医師） 

周翔（四川省成都市温江区人民医院肝胆外科医師） 

研 修 内 容 腹腔鏡研修 
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3 地域医療支援活動 
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3 地域医療支援活動 

3.1 新疆ウイグル自治区医療支援活動 

期 間 ２０２２年６月２１日㈭～２２日㈮ 

会 場 沙湾市人民医院（新疆ウイグル自治区塔城地区） 

実 施 責 任 者 
李南方 新疆ウイグル自治区人民医院副院長・高血圧センター長 

（第７期、第４０期生） 

参 加 者 １２０名（県レベルの病院に勤務する医師） 

活 動 内 容 
李南方センター長を含む高血圧センター医師ら 7 名が沙湾市人民医院で高血

圧治療についての講義、院内回診及び実地指導を行った。 

  

講義 

 

     回診                      問診 
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3 地域医療支援活動 

3.2 四川省医療支援活動① 

実 施 日 ２０２３年３月９日㈭ 

場 所 雅安職業技術学院附属医院（四川省雅安市） 

実施責任者 冉玉平 四川大学華西医院皮膚性病科教授（第 4 期生） 

参 加 者 １５０名（雅安職業技術学院附属医院及び周辺病院皮膚科医師・看護師） 

活 動 内 容 

冉玉平教授が診療指導を行った後、雅安職業技術学院附属医院皮膚科医の

難治疾患症例報告に対して講評を行った。冉玉平教授が高齢者の真菌感染

症について講義を行った。最後に、皮膚科治療機器を寄贈した。 

  

冉玉平教授による講義           

 

現地医師と病棟回診 

  

寄贈式 
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3 地域医療支援活動 

3.3 四川省医療支援活動② 

実 施 日 ２０２３年３月２３日㈭ 

場 所 蘆山県人民医院（四川省雅安市蘆山県） 

実施責任者 冉玉平 四川大学華西医院皮膚性病科教授（第 4 期生） 

参 加 者 
１２０名（雅安職業技術学院附属医院皮膚科医師・看護師及び蘆山県人民医

院の皮膚科医） 

活 動 内 容 
冉玉平教授はじめ雅安職業技術学院附属医院皮膚科医らが蘆山県人民医

院で実地指導を行った。また、冉教授の著書を寄贈した。 

  

 現地問診 

 

著書贈与 
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4 支部学術会議 
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4 支部学術会議 

4.1 華東地区支部学術交流会 

開 催 日 ２０２２年１１月２０日㈰ 

場 所 上海市、江蘇省（南京市）、浙江省（杭州市）、江西省（南昌市） 

実 施 責 任 者 

孫 偉 江蘇省中医院腎内科教授（第 18 期生）  

殷 猛 上海交通大学医学院附属上海児童医学センター心胸外科教授（第 27 期

生）  

何非方 浙江大学附属卲逸夫医院疼痛科主任 （第 29 期生）  

鄭衛青 江西省南昌市疾病予防コントロールセンター 

（第 38 期、40 期生＜学位取得コース＞） 

参 加 者 １０３名 本部及び上海市、江蘇省、浙江省の笹川同学会会員 他 

テ ー マ 臨床医の研究アイディア 

プ ロ グ ラ ム 

1）劉必成 東南大学医学院院長、東南大学腎臓 病研究所所長、教授  

「研究課題の選定と申請書類の作成方法」 

2）張程辰 上海児童医学センター臨床ビックデータ研究センター主任  

「医学研究におけるリアルワールドデータ（RWD）の応用」 

3）蘇 海 南昌大学第二附属医院心血管病研究所副所長、教授（第 1 期生）  

「臨床研究のテーマをいかに選ぶか」 

4）厳森祥 浙江大学医学院附属第一医院放射線療法科主任、教授（第 25 期生）  

「臨床問題に基づいた研究設計」 

5）殷 猛 上海交通大学医学院附属上海児童医学センター心胸外科教授 

（第 27 期生） 

「実践から―臨床医の研究アイディア」 

 
上海会場 
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江西省南昌市会場様子と集合写真 

  
江蘇省泰州市会場様子と集合写真 

 

上海市会場集合写真 

報告：華東地区支部学術交流会が、上海市、江蘇省泰州市、浙江省杭州市、江西省南昌市の 4 会場

と同支部の同学会会員をオンラインで結んだハイブリッド形式で開催された。学術交流会には、趙群

同学会理事長、李忠金秘書長と、上海市・江蘇省・浙江省・江西省在住の同学会会員計 103 名が参

加し、日本からも日中医学協会の事務局がオンラインで参加して、親睦を深めた。学術交流会は、「臨

床医の研究アイデア」をテーマに開催され、特別講演として、劉必成東南大学医学院院長に研究課題

の選定と申請書類の作成について、張程辰上海児童医学センター臨床ビックデータ研究センター主

任に日本でも注目されているリアルワールドデータ（RWD）の応用について、ご講演頂いた。両講演と

もとても為になる内容で、参加者皆、真剣な面持ちで、熱心に聞いていた。続いて、同学会を代表して

3 名の笹川生 OB が、研究課題の選定・設定方法、新規性のあるアイデアの着想方法と観点、研究デ

ザインなどについて自身の経験をもとに講演し、闊達な議論が行われた。 
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4 支部学術会議 

4.2 東北地区支部学術交流会 

開 催 日 ２０２３年２月１１日㈰ 

場 所 吉林省（長春市）、遼寧省（瀋陽市）、黒龍江省（ハルビン市） 

実 施 責 任 者 

趙樹華 吉林大学中日聯誼医院中医科教授（第 4 期生）  

許 順 中国医科大学第一臨床学院教授  

（第 15 期生・第 41 期生＜共同研究コース＞）  

李顕筑 黒龍江省中医薬科学院教授（第 8 期生） 

参 加 者 １１０名 吉林省、遼寧省、黒龍江省の笹川同学会会員 

テ ー マ コロナ禍における医療スタッフの責務 

プ ロ グ ラ ム 

1）李顕筑 黒龍江省中医薬科学院教授（第 8 期生）  

「『COVID-19 感染症の回復期における中西医結合リハビリテーションプ

ログラムに関するコンセンサス』の紹介」  

2）呉龍仁 延辺大学附属医院副院長、感染科主任（第 20 期生）  

「感染症の危険性について」  

3）顧 鋭 中日聯誼医院副院長（第 28 期生）  

「燠火はやがて松明となる，COVID-19 との闘いの道－方艙医院（臨時

医療施設）支援と各診療科統合治療エリアの建立」  

4）李肖肖 中国医科大学附属第一臨床学院胸外科和平院区看護師長  

「COVID-19 アウトブレイク時の対応－看護チームの敏速な立ち上げとマ

ネジメント」 

会員情報交流 

  

遼寧省瀋陽会場と集合写真 
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吉林省長春市会場と集合写真 

 

黒龍江省ハルビン市会場 

報告：東北地区支部学術交流会が、吉林省長春市、遼寧省瀋陽市、黒龍江省ハルビン市の 3 会

場と同支部会員をオンラインで結んだハイブリッド形式で開催された。学術交流会には、笹川同学

会趙群理事長、李忠金秘書長、許順副理事長と、吉林省・遼寧省・黒龍江省在住の同学会会員 

計 110 名が参加した。会の冒頭、在中国日本国大使館 福田夏樹一等書記官よりご挨拶いただい

た。日中医学協会の事務局もオンラインで参加し、交流を深めることができた。学術交流会は「コ

ロナ禍における医療スタッフの責務」をテーマに開催された。3 名の笹川生 OB が、中西医結合に

よる治療法、感染症の危険性、新型コロナ感染症流行時における各地への支援経験談などにつ

いて講演し、最後に中国医科大学附属第一臨床学院看護師長の李肖肖氏が、看護師の視点から

COVID-19 アウトブレイク時の対応について講演した。 
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4 支部学術会議 

4.3 天津･華北･華中地区支部学術交流会 

開 催 日 ２０２３年２月１９日㈰ 

場 所 天津市、山東省（済南市） 

実 施 責 任 者 

孟召偉 天津医科大学総医院核医学科教授  

（第 30 期生・第 40 期生＜共同研究コース＞）  

曹学成 済南軍区総医院骨創傷外科教授 （第 18 期生） 

参 加 者 １０４名 本部及び天津、山東省の笹川同学会会員 他 

テ ー マ 高齢化対策 

プ ロ グ ラ ム 

1）福田夏樹 在中国日本国大使館一等書記官  

「日本の少子高齢化対策」  

2）周桂桐 天津市中西医結合医院教授（第 3 期生）  

「中医薬を用いた高齢者の脾臓・胃疾患の予防・治療・再発予防」  

3）田素齋 河北医科大学第二医院主任看護師（第 22 期生）  

「認知症高齢者の介護と見送り」 

会員情報交流 

 

天津会場様子 

 

山東省済南会場様子と集合写真 
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報告：天津･華北･華中地区支部学術交流会が、天津市、山東省済南市の 2 会場と同支部会員を

オンラインで結んだハイブリッド形式で開催された。学術交流会には、笹川同学会李忠金秘書長

と、天津市・山東省在住の同学会会員 計 104 名が参加し、日本から日中医学協会の事務局がオ

ンラインで参加し、親睦を深めた。初めに、在中国日本国大使館 福田夏樹一等書記官が日本の

最新の少子高齢化対策について紹介し、参加者より多くの関心が寄せられた。次に、2 名の笹川

生 OB が、中医薬による高齢者の消化器疾患の予防治療と認知症高齢者の介護と最期に向けて

の準備について、それぞれ講演を行った。 
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4 支部学術会議 

4.4 西北地区支部学術交流会 

開 催 日 ２０２３年２月２５日㈯ 

場 所 陝西省（西安市）、山西省（太原市）、新疆ウイグル自治区（ウルムチ市） 

実 施 責 任 者 

李国棟 西安交通大学外国語学院副教授 （第 16 期生）  

李燕萍 山西省衛生庁国際交流センター教授 （第 22 期生）  

李南方 新疆ウイグル自治区人民医院高血圧センター長、 

新疆高血圧研究所所長（第 7 期生・第 40 期生＜共同研究コース＞） 

参 加 者 ９８名 陝西省、新疆ウイグル自治区、山西省の笹川同学会会員 他 

テ ー マ 医学教育の現状と課題 

プ ロ グ ラ ム 

1）李 卓 西安医学院第一附属医院検験科主任（第 39 期生）  

「臨床検査医学専攻学部生への教育経験と思考」 

2）李 莉 山西医科大学第一医院看護部副主任、准教授 

（第 44 期笹川生＜共同研究コース＞）  

「新時代における看護学専攻大学院生教育の現状と思考」  

3）任映麗 新疆自治区人民医院高血圧センター看護師長  

「天山山脈の南北両側地域で活躍する高血圧予防治療チーム」  

4）張 令 西安交通大学医学部大学院生  

「医学生の成長の道」会員情報交流 

    

陝西省西安市会場 
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新疆ウイグル自治区烏魯木斉市会場 

 

山西省太原市会場 

報告：西北地区支部学術交流会が、陝西省西安市、山西省太原市、新疆ウイグル自治区烏魯木

斉市の 3 会場と同支部会員をオンラインで結んだハイブリッド形式で開催された。学術交流会に

は、笹川同学会趙群理事長、李忠金秘書長と、陝西省・山西省・新疆ウイグル自治区在住の同学

会会員（笹川生 OB）計 98 名が参加し、日本からも日中医学協会の事務局がオンラインで参加し

て交流を深めた。学術交流会は「医学教育の現状と課題」をテーマに行われ、4 名が講演した。ま

ず、臨床検査と看護に携わる同学会会員が、医学生教育の現状と課題について自身の経験をも

とに講演を行った。続いて特別講演として、新疆ウイグル自治区人民医院高血圧センターの任映

麗看護師長に、高血圧予防治療チームの天山山脈南北両側地域での 25 年にわたる活動につい

てご講演頂き、また、日中医学協会が 2021 年度に実施した JST「さくらサイエンスオンラインプロ

グラム」に笹川同学会の推薦により参加した西安交通大学医学部修士課程の張令さんに、当該プ

ログラムが自身の医学生としての成長に与えた影響について紹介してもらった。 
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4 支部学術会議 

4.5 華南地区支部学術交流会 

開 催 日 ２０２３年３月１１日㈯ 

場 所 広東省（広州市、深圳市）、湖南省（長沙市）、海南省（海口市） 

実 施 責 任 者 

王甲東 中山大学教授（第 1 期生）  

李宝光 深圳市第七人民医院泌尿器外科主任（第 13 期生）  

李永国 湖南旺旺医院院長（第 1 期生）  

呉 忠 海南省人民医院心内科教授（第 22 期生） 

参 加 者 １１２名 本部及び広東省、湖南省、海南省の笹川同学会会員 

テ ー マ 
新型コロナウイルス感染症の産業に対する影響（医療と介護の連携に対する啓 

発） 

プ ロ グ ラ ム 

1）福田夏樹 在中国日本国大使館一等書記官  

「日本の新型コロナウイルス対応を踏まえた中長期的課題と対応」  

2）丘勇超 広州中医薬大学第一附属医院泌尿外科教授（第 5 期生）  

「男性生殖と性能力に対する新型コロナウイルスの影響及び対策」  

3）王 鳴 広州市疾病予防コントロールセンター元主任、感染症学主任医師 

 （第 13 期生） 

「異なる研究開発ルートの新型コロナワクチンの免疫メカニズム解明」  

4）呉平生 南方医科大学南方医院心血管内科教授（第 13 期生）  

「心血管疾病に対する新型コロナウイルスの影響」  

5）呉 忠 海南省人民医院心内科教授（第 22 期生）  

「新型コロナ感染症からの啓発――医療＋養老」 

6）威元麗 広東省人民医院精神科 広東省精神衛生センター （第 28 期生） 

「新型コロナウイルス感染症拡大の中でセルフコンディショニングの方法」 

会員情報交流 

  

会場様子 
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集合写真 

報告：華南地区支部学術交流会が、広東省広州市、深圳市、湖南省長沙市、海南省海口市の 3 会場

と同支部会員をオンラインで結んだハイブリッド形式で開催された。学術交流会には、笹川同学会趙

群理事長、李忠金秘書長と、広東省・湖南省・海南省在住の同学会会員（笹川生 OB）計 112 名が参

加し、日本からも日中医学協会の事務局がオンラインで参加して交流を深めた。学術交流会は「新型

コロナウイルス感染症の影響」をテーマに行われ、6 名が講演した。まず、福田夏樹在中国日本国大

使館一等書記官が「日本の新型コロナウイルス感染症への対応」と題する講演を行い、続いて同学会

会員 5 名がそれぞれの専門的立場から、男性生殖と性能力に対する影響、免疫メカニズム解明、心

血管疾病に対する影響、高齢者医療への影響、感染症拡大における心のケアについて講演を行っ

た。 
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4 支部学術会議 

4.6 西南地区学術交流会 

開 催 日 ２０２３年３月１８日㈯ 

場 所 雲南省（昆明市）、四川省（成都市） 

実 施 責 任 者 
李 松 昆明医科大学学長（第 8 期生）  

冉玉平 四川大学華西医院皮膚性病科教授 （第 4 期生） 

参 加 者 ７５名 本部及び四川省、雲南省、貴州省、重慶市の笹川同学会会員 

テ ー マ スマートヘルスの現状と課題 

プ ロ グ ラ ム 

1）冉玉平 四川大学華西医院皮膚性病科教授 （第 4 期生）  

「脱毛症の治療」  

2）李 松 昆明医科大学学長（第 8 期生）  

「スマートヘルスの発展と健康」  

3）李明哲 成都軍区総医院附属口腔医院教授 （第 28 期生）  

「複雑な状態における口腔インプラント修復」  

4）熊 宇 陸軍軍医大学西南医院口腔科教授 （第 34 期生）  

「歯科分野におけるテラヘルツ波技術の応用」 

会員情報交流 

  

雲南省昆明市会場様子と集合写真 
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四川省成都市会場様子と集合写真 

報告：西南地区支部学術交流会が、雲南省昆明市、四川省成都市の 2 会場と同支部会員をオンライ

ンで結んだハイブリッド形式で開催された。学術交流会には、笹川同学会趙群理事長、李忠金秘書長

と、四川省、雲南省、貴州省、重慶市在住の同学会会員（笹川生 OB）計 75 名が参加し、日本からも

日中医学協会の事務局がオンラインで参加して交流を深めた。学術交流会は「スマートヘルスの現状

と課題」をテーマに行われ、4 名が講演した。李 松 昆明医科大学学長（第 8 期生）から講演「スマート

ヘルスの発展と健康」が行われ、予防医療におけるスマートケアヘルスの活用等について発表があっ

た。冉玉平 四川大学華西医院皮膚性病科教授 （第 4 期生） は脱毛症について、李明哲教授、熊 

宇教授からは歯科分野における口腔インプラント修復、テラヘルツ波技術の応用について発表があっ

た。 
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4 支部学術会議 

4.7 日本支部学術交流会 

開 催 日 ２０２３年３月１９日㈰ 

会 場 TKP 東京駅カンファレンスセンター 

実 施 責 任 者 
趙松吉 福島県立医科大学ふくしま国際医療科学センター 

先端臨床研究センター教授（第 19 期生） 

参 加 者 ３６名 安達勇日中医学協会副会長/理事、日本在住の笹川同学会会員 他 

テ ー マ 在日笹川生たちの基礎・臨床研究への探求心 

プ ロ グ ラ ム 

1）孫長博 東京大学附属病院呼吸器外科学 Clinical fellow（第 38 期・第 40 期生） 

「肺癌ワクチンにおける個別化免疫治療研究と CT 画像によるサルコペニア

評価の新たな展開」 

2）金徳男 大阪医科薬科大学講師（第 14 期生） 

「肥満細胞由来のキマーゼと心不全」 

3）李天成 国立感染症研究所ウイルス第二部主任研究官（第 11 期生） 

「笹川研修生との E 型肝炎ウイルスに関する研究」 

4）趙松吉 福島県立医科大学ふくしま国際医療科学センター 

先端臨床研究センター教授（第 19 期生） 

「日本のアスタチン－211 を用いた標的 α 線治療開発の現状と福島県立医

科大学の取組」 

会員情報交流 

  
会場様子 
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講演様子 

 

集合写真 

報告：3 名の笹川生 OB がそれぞれ、PD-1 抗体とワクチン治療の最適化、抗キマーゼ作用の心不全

への適用、E 型肝炎ウイルスに対する予防・治療における最新の研究成果について講演し、活発な質

疑応答が行われた。趙松吉日本支部会長が会長就任 5 周年記念講演として、標的 α 線を用いた悪

性褐色細胞腫への治療開発、抗体薬との複合による急性白血病への治療開発に関する講演を行

い、悪性褐色細胞腫で非臨床試験を経てファースト・イン・ヒューマンの第Ⅰ相治験が既に開始されて

いること等について紹介した。 
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5 日中ハイエンド医学フォーラム 
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5 日中ハイエンド医学フォーラム 

5.1「大健康」フォーラム 

開 催 日 ２０２２年８月２０日㈯ 

場 所 長富宮飯店（北京市）；日本会場/日中医学協会事務局（東京都） 

実 施 責 任 者 

韓晶岩 北京大学基礎医学院中西医結合教室 教授（第 9 期生）  

張 亨 北京頤康医療科技有限公司総経理 （第 10 期生）  

馬迎華 北京大学児童青少年衛生研究所副所長  

（第 23 期生・第 41 期生＜共同研究コース＞） 

参 加 者 ３０名（その他視聴者１００名） 笹川同学会会員等 

テ ー マ 大健康 

日 本 専 門 家 

講演者 

安井正人 慶應義塾大学医学部薬理学教授 

細井孝之 医療法人財団健康院理事長、健康院クリニック院長 

友川 幸 信州大学学術研究院（教育学系） 

スポーツ科学教育グループ（学校保健）准教授 

プ ロ グ ラ ム 

1）安井正人 慶應義塾大学医学部薬理学教授  

「水と健康―アルツハイマーとの関連について」  

2）韓 晶岩 北京大学基礎医学院中西医結合教室教授（第 9 期生） 

「微小血管の滲出に対する中医学の理論とメカニズム」  

3）細井孝之 医療法人財団健康院理事長、健康院クリニック院長  

「日本における健診について」  

4）張  亨 北京頤康医療科技有限公司総経理（第 10 期生）  

「インターネットによる慢性疾患管理プラットフォームについて」  

5）友川 幸 信州大学学術研究院（教育学系） 

スポーツ科学教育グループ（学校保健）准教授  

「日本の学校保健の特徴と学校における感染症対策」  

6）馬 迎華 北京大学児童青少年衛生研究所副所長 

（第 23 期生・第 41 期生＜共同研究コース＞）  

「COVID-19 感染対策をもとに、健康的な学校生活作りを推進」 
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会場様子 

 

安井正人先生                 韓 晶岩先生 

  
細井孝之先生                 張 亨先生 

  
友川 幸先生                 馬 迎華先生 
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集合写真 

報告：今回は昨年に引続き「大健康」をテーマに、長富宮飯店（北京）において、ハイブリッド会議形式で

開催され、会場には北京在住の笹川同学会会員を中心に 30 名、オンラインでは約 100 名が参加し

た。 

フォーラムでは、開催に先立ち、福田 夏樹 在中国日本国大使館一等書記官からご祝辞を頂き、日本

側専門家 3 名、中国側専門家（笹川同学会会員）3 名より講演が行われた。 

日本側からは、安井正人 慶應義塾大学医学部教授がアクアポリンの中枢神経系での働きとアルツハ

イマーとの関係について解説し、細井孝之 健康院クリニック院長が高齢化社会における健康寿命を延

ばすための取組を紹介し、友川 幸 信州大学友川 幸 信州大学准教授が日本の学校保健の特徴、

学校における感染症対策等について紹介した。中国側からは、韓 晶岩 北京大学基礎医学院教授が

微小血管透過性亢進メカニズムを中医学の観点から説明し、張 亨 北京頤康医療科技有限公司総経

理が“遠隔診療”、“AI”を用いた慢性疾患死亡率の低下に向けた取組を紹介し、馬 迎華 北京大学児

童青少年衛生研究所副所長が学校生活における健康推進能力開発の仕組作りの事例について、感

染症分野を中心に発表した。 

今回のフォーラムで取上げられたアルツハイマー、健康寿命、健康促進の場としての学校保健といった

テーマが、今後の健康政策に反映され、誰もが望む国民の健康につながっていくことが期待される。 
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6 広報活動 
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6 広報活動 

6.1 『笹川生通訊』 
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